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 キャリア教育としての｢総合的な学習の時間｣の可能性 


































の総称」と定義されている。平成 29年 4月現在では 21短期大学で開設されており「キャリア開発総合
学科」「キャリアプランニング学科」「キャリアデザイン学科」などの名称がみられる。文部科学省高等
教育局大学振興課「地域総合科学科一覧」http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/tandai/04031903.htm（2017
年 12月 21日閲覧） 
キャリア教育としての｢総合的な学習の時間｣の可能性 
－「教育指導演習」と「教育実習事前事後指導」を事例として－ 
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演習」の代替科目として 2010（平成 22）年入学生より開講された経緯を明らかにしている。 







































































久留米大学での教育実習への参加人数は図 1 に示すように近年 70 名程度で推移している。 
 
図 1 教育実習参加人数の推移 
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１．髪型 5 4 3 2 1
２．服装 5 4 3 2 1
３．あいさつ 5 4 3 2 1
４．清潔感 5 4 3 2 1









図 2 身だしなみを評価する「第一印象のチェックシート」 
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図 3 実習前 1ヶ月の目標管理シート（事前指導） 
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